
 

 

 

 コロナ禍が終わらぬまま、新年度を迎えます。ですが第 24回学術集会はオンライン開催

では、数多くの先生方にご参加をいただき、また、次回、第 25回学術集会は、是非、現地

で「対面」開催をと祈念しております。ところで第 25回学術集会・大会長の作田先生から

案内文をい

ただきまし

たので、皆様

にお届けし

ます。 

 会員の先

生方には、よ

り一層の学

会への入会

の呼びかけ

をよろしく

お願いいた

しますと共

に、学会は財

政難がつづ

いておりま

すので、会費

納入もよろ

しくお願い

します。入会

に関しまし

ては事務局(2

ページ下 )に

ご連絡いた

だき、また、

紹介してい

ただく評議

員の先生を

ご存じない

場合は、事務局にご相談ください。 
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「第 25回日本摂食障害学会学術集会開催 第 1報」第 25回会長 

作田亮一 

獨協医科大学埼玉医療センター子どものこころ診療センター 

 

 令和 4年 2022年 10月 15～16日、第 25回会長を任せていただくことになました。皆様

にご挨拶を申し上げます。本学会は、精神科、心療内科の専門の先生方が中心であり、小児

科医の私が学術集会会長を任せていただいた意味を考えますと、責任の重大さを痛感して

おります。2021 年第 24 回学会は永田会長のもと大盛況でした。私たちも皆様のご期待に

添えるよう医局員の総力をあげて学会開催に向けて準備を進めて参ります。 

 2020年春から始まった世界的なコロナ禍はすでに 2年が経過してしまいました。その間、

摂食障害患者も大きな影響を受けました。特に、10 代の若い世代の発症が例年に比べ明ら

かに増加していることが世界各地で報告されています。日本でも、2021 年 10 月に公表さ

れた国立成育医療センターの「10代摂食障害患者 2019年と 2020年の動向に関する全国調

査結果」をみると、初診外来患者数と新入院患者数は、それぞれ 1.6倍、1.4倍と増加して

いました。コロナ禍以前から、10代の摂食障害患者数が増加していることも判明しており、

低年齢化が進んでいる状況です。小児科医も初診を経験することが増えていますが、臨床経

験の少なさのため、診療を受け入れられず困難を極める場合も少なくありません。なぜ、摂

食障害は低年齢化しているのか、コロナ禍の影響とはいったいどのような病態なのか？私

達が解決しなければならない問題は山積しています。 

今回の学会は、児童・思春期の摂食障害患者の回復を支える「病態解明と治療法の開発」に

焦点を当てて、医師のみならず関連している多職種の方々と活発な議論を交わしていただ

く場にしたいと考えています。コロナ禍はまだ完全に終焉を迎えそうにありません。With

コロナ時代に突入という状況の中、学会場とオンラインのハイブリッド形式を考えていま

す。会場は、さいたま市大宮区 TIPガーデンシティーPREMIUMです。大宮駅から徒歩で

来場できます。ここ 2年間、会員が直接会うチャンスがなかったので、できれば会場でお目

にかかることができればと思います。

もちろん、人命第一ですので、コロ

ナ感染予防対策をしっかりしたう

えで、無理な運営はいたしません。

会員の皆様から、シンポジウムや

特別企画などのアイデアを寄せて

いただけると幸いです。笑顔で 10

月 15日を迎えたいと思います。よ

ろしくお願い申し上げます（2022

年 1月）。 
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